
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：橋本徹、以下「DBJ」という。） 
は、このたび「宮城県企業の海外展開戦略調査 ～中国を例に～」と題した 
調査レポートを発行しました。 
 
当レポートは、宮城県には現状では海外進出企業が少ないものの、将来の 

国内市場の縮小に備えて、今後は積極的に中国その他アジア市場等海外への 
進出を検討すべきとして、各種データ分析と、進出企業へのヒアリング等を 
通して、宮城県企業が海外進出を検討する際のポイントを論じています。 

 
東北、特に被災県である宮城県において最優先の課題は震災からの復興で 

ありますが、海外進出を契機として宮城県企業が成長することは、復興の加速 
にもつながることと考えられます。DBJ は、長年培ってきた海外ネットワーク 
を活用し、積極的に地域企業の海外進出をお手伝いさせていただく所存です。 

 
当レポートの詳細は、DBJ ウェブサイト「地域・海外レポート（東北）」 

（http://www.dbj.jp/investigate/area/tohoku/）に掲載しておりますので、 
ご参照ください。 

 
 DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融 
活動による課題解決で、お客さまの信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現 
していきます～」に基づき、地域のお役に立てる情報発信を積極的に行って 
まいります。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

「宮城県企業の海外展開戦略調査 ～中国を例に～」を発行 

【お問い合わせ先】 

東北支店 企画調査課 電話番号 ０２２－２２７－８１８２ 

平成 25 年 3 月 18 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 橋本 徹


